
北
九
州
市
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン

北
九
州
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

　
子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
な
本
と
出
会
う
こ
と
は
、
子

ど
も
の
成
長
や
発
達
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
市
立

図
書
館
等
が
連
携
し
て
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
「
北
九
州
市
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、「
読
書
好
き
な
子
ど

も
日
本
一
」
を
目
指
し
て
、
成
長
段
階
に
応
じ
た
重

点
的
な
取
組
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
7
月
、
新
た
に
「
北
九
州
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
〜
市
民
が
学
び
、
つ
ど

い
、
輝
く
ま
ち
、
北
九
州
市
を
め
ざ
し
て
〜
を
策
定
し
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
5
か
年
間
、「
学
び
の
風
土

（
環
境
）
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
体
制
づ
く
り
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
の
5
つ

の
視
点
を
基
に
、
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、「
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
へ
の
支
援
や
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
」
を
施
策
の
一
つ
に

掲
げ
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

読
書
が
楽
し
い
と
実
感
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
23
日
を
「
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
・
読
書
の
日
」と
定
め
、
子
ど
も

の
読
書
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は

　

ま
ず
、
家
庭
で
読
書
を
す
る
機
会
を
設
け
ま

し
ょ
う
。家
族
で
同
じ
本
を
読
み
、
感
想
な
ど
を
話

し
合
う
家
読
（
う
ち
ど
く
）
は
、
読
書
習
慣
が
身
に

付
き
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
に

な
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
た
め
に
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
本
が

身
近
に
あ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
教
育
支
援
の
充
実

　

P
T
A
や
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
北
九
州
市

子
ど
も
を
育
て
る
10
か
条
の
普
及
促
進
や
家
庭
教

育
学
級
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
「
き
ほ
ん
の
き
」
の
発
行
や
、
関
係
部

学
校
と
の
連
携
促
進

　

企
業
や
大
学
な
ど
を
含
め
、
北
九
州
市
が
も
つ

地
域
の
力
や
教
育
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進
や
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル

パ
ー
の
配
置
な
ど
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
学
校
教
育
へ
の
参
画
を
促
進
し

ま
す
。あ
わ
せ
て
、
地
域
の
身
近
な
公
共
施
設
と
し

て
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
学
校
施
設

の
開
放
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
で
の
体
験
活
動
の
促
進

　

市
民
セ
ン
タ
ー
や
地
域
、
青
少
年
育
成
団
体
等

と
連
携
し
、
地
域
・
子
ど
も
交
流
事
業
や
、
子
ど
も

会
等
地
域
活
動
推
進
事
業
な
ど
の
異
学
年
交
流
や

自
然
体
験
、
生
活
体
験
の
場
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、学
校
、家
庭
、地
域
が
連
携
、協
力
し
た
青
少
年

育
成
、教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
で
は

　

全
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
、10
分
間
読
書

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、利
用
し
や
す
い
学
校

図
書
館
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
等
で
は

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
全
て
の
家
庭
に
絵
本
を

贈
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
や
学
校
で
の
読
書

活
動
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
「
子
ど
も
司
書

養
成
講
座
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
は

　

市
立
図
書
館
や
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の

聞
く
力
や
想
像
す
る
力
を
育
て
ま
す
。

読
書
好
き
な
子
ど
も
日
本
一
を
目
指
し
て

　

読
書
好
き
な
子
ど
も
は
、
読
書
を
通
じ
て
幅
広

い
知
識
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
考
え
る
習
慣

や
感
動
す
る
力
な
ど
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
力
を
身
に
付
け
ま
す
。家
庭
・
地
域
・

学
校
・
市
立
図
書
館
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

35人以下学級を小学校３年生へ拡大
　本市では、いわゆる「小１プロブレム」や「中１ギャップ」といった問題に対応
し、小学校ないし中学校生活に円滑になじめるよう、生活習慣や規範意識など
の指導を行う観点から、小学校１・２年生及び中学校１年生で35人以下学級を実
施しています。
　これまでの35人以下学級の成果を踏まえ、教員が子
ども一人一人と向き合う時間を確保し、きめ細かで質の
高い教育を行うことで、基礎・基本の確実な定着、確か
な学力の向上を図るため、平成24年度から小学校３年生
に35人以下学級を拡大します。

「早寝・早起き・朝ごはん・読書」カードへの取組を表彰
～夏休みに親子で取り組もう 正しい生活リズムと読書～

　平成23年11月５日（土）、ウェルとばた大ホールで、「子どもの読書
活動推進フォーラム」を開催しました。
　この中で「早寝・早
起き・朝ごはん・読
書」カードへの取組結
果が非常に優秀な子
どもたち21名と５家族
及び18の幼稚園・学
校を表彰しました。
　受賞者の皆さん、お
めでとうございます。

局
と
連
携
し
た
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
の
啓
発
を
推
進

し
、家
庭
教
育
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

1 北九州市教育委員会のホームページ 北九州市教育委員会 検 索 http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/kyouiku.html

北九州市教育委員会総務部企画課
〒803-8510 北九州市小倉北区大手町1番1号

編集・発行

　この広報紙は、北九州市教育委員会の施
策や事業、各学校の取組を広く皆様に知っ
ていただき、本市教育行政への理解と関心
を深めるとともに、学校活動や行事へ参加
していただくきっかけとなればとの思いか
ら作成したものです。
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未来をひらく

学校・家庭・地域を挙げた重点取組

点
検
・
評
価
報
告
書
の
内
容

教
育
委
員
会
の
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
の

点
検
及
び
評
価

お
知
ら
せ

　
報
告
書
に
は
、平
成
22
年
度
に
お
け
る

次
の
内
容
を
主
に
記
載
し
て
い
ま
す
。こ

の
機
会
に
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、教
育
プ
ラ
ン
の
基

本
方
針「
教
育
日
本
一
を
実
感
で
き
る
環

境
づ
く
り
」を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。一
方
で
、毎
年
、

事
務
の
改
善
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、教
育
行
政
の
執
行
状
況
を

教
育
委
員
会
自
ら
が
事
後
に
検
証
す
る
と

と
も
に
、教
育
委
員
会
が
地
域
住
民
の
皆

様
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
点
検
・
評
価
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
教
育
委
員
会
企
画
課
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況

▼
4
つ
の
重
点
取
組
「
あ
い
さ
つ
、

読
書
、元
気（
食
育
・
体
育
）、ス
ク
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
」
の
進
捗
状
況

▼「
心
の
育
ち
の
推
進
」
な
ど
13
施

策
の
進
捗
状
況

▼
学
識
経
験
者
の
意
見
　
な
ど

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
北
九
州
市
子

ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」

等
に
掲
載
さ
れ
た
施
策
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、毎
年
、点
検
及
び
評
価
を

行
い
、そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

教育の

現場
か
ら

あやめが丘小学校 戸畑区

あ
い
さ
つ
は
、相
手
の
目
を

見
て
、心
を
込
め
て

　
本
校
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
社
会
科
の
学
習
と
関
連
付
け
て

「
空
き
缶
の
回
収
」「
ご
み
拾
い
」
を
中
心
に
資
源
回
収
や
環
境

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い
て
は
、

環
境
委
員
会
児
童
が
、
毎
週
水
曜
日
の
朝
、
始
業
前
の
空
き
缶

回
収
時
と
第
一
金
曜
日
の
ご
み
回
収
時
に
、
空
き
缶
や
ご
み
を

持
っ
て
き
た
児
童
に
声
を
そ
ろ
え
て
、
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
時
間
に
は
、
「
あ
い
さ
つ
は
、
相
手
の
目
を
見
て
、
心

を
込
め
て
」
と
、
放
送
委
員
会
の
児
童
が
全
校
児
童
に
毎
日
語

り
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
地
道
な
あ
い
さ
つ
運
動
に
よ
り
、
校

内
に
お
い
て
は
、
き
ち
ん
と
自
分
か

ら
相
手
の
目
を
見
て
あ
い
さ
つ
す
る

習
慣
が
身
に
付
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
来
校

さ
れ
る
お
客
様
か
ら
も
、
「
挨
拶

を
進
ん
で
す
る
子
が
多
い
で
す

ね
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
よ
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、毎回テーマに沿って、市内小中学校での特色ある取
組についてご紹介します。各校の先生と子どもたちの生き生きとした姿
を、どうぞ見守ってくださるよう、ご理解とご支援をお願いします。

大里柳小学校 門司区

子
ど
も
の
教
育
を
支
え
る

　
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー

　
本
校
は
、
校
舎
全
面
建
て
替
え
の
た
め
、
現
在
仮
設
校
舎
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
一
番
心
配
し
た
こ
と
は
、
児
童
の
安
全
を
守
る
こ
と

で
す
。
現
在
、
保
護
者
・
地
域
の
方
な
ど
26
名
の
方
が
安
全
ス
ク
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
設
校
舎
に
は
運
動
場

が
な
い
た
め
、
隣
接
す
る
大
里
公
園
の
一
部
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、

中
休
み
と
昼
休
み
に
、
児
童
が
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
見
守
り
と
校
内
の
見
回
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
級
の
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
に
も
7
名
の
方

が
登
録
さ
れ
、
児
童
の
学
校
生
活
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
の
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
「
虹
の
会
」
の
8
名
の
方
が
、
月
に

一
度
児
童
に
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ス
ク
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
に
は
、
様
々
な
場

面
で
、
本
校
の
教
育
活
動
を
し
っ
か
り

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

八児中学校 八幡西区

「食」のこころを耕す体験活動
　八児中学校では、「土に触れ・人に触れ・心を耕す」体験学習に取り組ん
でいます。一つ目は「稲作体験学習」で、田植えから収穫までを体験し、作る
喜びや苦労を味わいます。もう一つは「農園活動」で、校内の農園で大根や
芋などの野菜を育てています。その収穫物で餅つきや豚汁作りをし、地域
の方々と共に行う「収穫祭」が毎年楽しみな行事です。

　このような体験を通し
て、生徒は自然の恵みに
感謝することを学んでお
り、給食の残食はほとん
どありません。今後もこう
した「食」のこころを耕す
体験活動を続けていきた
いと思います。

湯川中学校 小倉南区

子どもの読書活動の推進
　平成22年度より、「未来をひらく学校づくり支援事業」を活用し、学校
図書館の施設・設備、蔵書・読書環境の充実を図るとともに、「学校支援
地域本部事業」で募集したブックヘルパー（地域人材・保護者）の協力を
得て、読書活動を推進しています。その結果、学校図書館の常時開館の実
施や平均読書冊数の増加などの成果が見られました。

　本年度は、「学校における読書活動
推進モデル事業」のモデル校に指定さ
れ、学校図書館職員が湯川中学校区
に配置されました。学校図書館職員、
学校図書館担当教諭、図書委員の生
徒、ブックヘルパーが連携して読書活
動を推進する仕組みが整い、読書好き
な生徒が育っています。

　教育委員会では、「北九州市子どもの未来をひらく教育プラン」に、「あいさつ」、「読書」、「元気（食育・体育）」、
「スクールヘルパー」をキーワードにした具体的で分かりやすい4つの重点取組を掲げています。
　これは、子どもの「意欲」や「生活習慣（学習習慣等）」の課題に対して、学校、家庭、地域が総がかり
で取り組むことによって、「子どもの教育」に対する満足度を高め、市民参画を進めたいと考えたからです。
　今回のテーマである、このプランの4つの取組について、
積極的に実践している学校を紹介いたします。

第 2回

い
ろ
ん
な
取
組
を

掲
載
し
て
い
ま
す
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未来をひらく

北九州市教育委員会 広報紙「北九州市の教育 未来をひらく」をよりよくするために、皆さんのご意見をお寄せ下さい。

北九州 子どもの未来をひらく教育セミナー

環境モデル都市「グリーンフロンティア・子どもサミット」

平
成
22
年
度
の
実
施
事
例
紹
介

「
自
然
に
親
し
み
体
力
ア
ッ
プ
」

江
川
小
学
校

未
来
を
ひ
ら
く

学
校
づ
く
り

支
援
事
業

〜
提
案
型
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
〜

　

江
川
小
学
校
は
、
若
松
区
の
西
北
に
位
置
し
た
自
然

豊
か
な
学
校
で
す
。
本
校
に
は
、
地
域
や
保
護
者
が
こ

れ
ま
で
大
切
に
守
り
続
け
て
き
た
立
体
運
動
場
「
平
和

ヶ
丘
」
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
傷
み

が
激
し
く
十
分
に
機
能
で
き
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
本
事
業
に

よ
り
既
存
器
具
の
修
繕
や

新
規
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
設

置
、
遊
歩
道
の
整
備
、
剪

定
及
び
植
樹
等
を
行
い
、

児
童
が
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
「
体
力
ア
ッ
プ
」
に

つ
な
が
る
立
体
運
動
場
と

し
て
再
生
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
児
童
が
「
平

和
ヶ
丘
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
自
然
に
触
れ
、
自

然
を
愛
す
る
心
を
育
み
、

体
を
動
か
す
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
な
が
ら
、
た
く
ま

し
い
体
を
つ
く
る
こ
と
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、平
成

22
年
度
か
ら
各
学
校
・
園
の

創
意
工
夫
に
よ
る「
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
」を
支
援
す

る
た
め
、各
学
校
・
園
が
独

自
に
企
画
し
た
事
業
計
画

の
う
ち
、教
育
的
効
果
が
よ

り
見
込
ま
れ
る
事
業
を
採

択
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　本市の環境に関連する施策として、「環境
賞」と「環境体験科」の紹介、（公財）北九州活
性化協議会もったいない総研が募集した「もっ
たいない」作文の市長賞に入賞した各小中学校
の児童生徒の作文朗読を行いました。
　次に「環境首都！私たちの実践」では、昨
年度の「環境賞」の受賞校である市丸小学
校、中原小学校、富野中学校と環境教育推進
指定校である曽根東小学校、早鞆中学校がそ
れぞれ環境保全にかかわる取組について実
践発表を行いました。

　このセミナーは、平成21年11月に策定された「北九州市子どもの未来をひらく教育プラン」に基づく、本市教育施策の一端を、広く市民の皆様に発信す
ることを目的に「北九州市音読暗唱教育賞」の表彰式のほか、以下の構成で開催しました。（平成23年8月18日（木） 会場：ウェルとばた）

参加者の声

北九州 子どもの未来をひらく教育セミナー

いじめ防止サミット in 北九州小中一貫・連携教育シンポジウム
　第一部では、小学校15 校、中学校15 校の 63 名の児童生徒
が 6グループに分かれ、いじめ問題に対して、各グループのテーマ
に沿ってグループ討議を行いました。そこでは、いじめ防止に向け
て自分の思いや考え、学校での取組等の意見交換を行いました。
　第二部では、北九州少年サポートセンター堀井智帆氏の司会で
全体会を行い、各グループの代表 2名がグループ討議で話し合っ
た内容の発表や会場の児童生徒、教職員、保護者等を交えての意
見交換を行いました。
　児童生徒の思いや考えを受けて、参加している児童生徒や教職
員、スクールソーシャルワーカーから積極的な意見が出されるな
ど、いじめ防止に向けて
の取組を考えるよい機
会となりました。

■教職員　子どもたちの
生の声を聞くことがで
き、教師として考えさ
せられました。子ども
たちは、自分の言葉を聞いてほしいんだなと思いました。一人の大人
として、子どもの心を温かく包み込むことができるように言葉をかけ
たり、関係をつくったり、これからも努力していきたいと思いました。

■保護者　まず、皆思っていた以上に、しっかり考え、自分の考えや意見
をもっているんだなと感心しました。子どもからの生の声が聞けて本
当に良かったです。親として参考になることがありました。やはり、家
庭内での親のかかわりが大事なのかなと思いました。学校・家庭・
地域どれも大事で、それが本当にうまく連携し、動いていけるように、
私も自分ができることをしたいと思いました。

　教育委員会では、「義務教育 9年間
で子どもを育てるという一貫した考え
方をもち、小・中学校が積極的に連携
して取り組む教育」を「小中一貫・連
携教育」と定義し、その推進を図って
います。昨年度から、本市にふさわし
い小中一貫・連携教育のあり方を検
討する「小中一貫・連携教育モデル
推進事業」を立ち上げ、平成 25 年度
より市内全ての小・中学校で取り組
むことを目指しています。
　当日のシンポジウムは、二部構成で
進められ、第一部では、白銀中学校区
（白銀中学校・中島小学校・貴船小
学校）と穴生中学校区（穴生中学校・
青山小学校・穴生小学校・竹末小学
校・萩原小学校）による事例発表を行
いました。
　白銀中学校区の発表では、「中 1
ギャップの解消」に留まらず、学力向
上、体力向上、思いやりの心の育成等
の視点をもった取組が紹介され、穴生
中学校区の発表では、児童生徒の自
尊感情とセルフイメージを高める取組
が紹介されました。
　いずれの中学校区の取組も、児童生
徒の視点に立って、小学校から中学校

に向けてスムーズな接続ができるよう
取組の工夫が見られました。また、児
童生徒の交流だけではなく、教職員の
交流、地域の方々との連携にも素晴ら
しさが見られました。
　第二部では、福岡教育大学教授 大
坪靖直先生をコーディネーターに迎
え、「パネルディスカッション」を行い
ました。パネリストとして保護者の代
表者やモデル校区の校長先生方、ま
た、ゲストとして、穴生中学校の生徒
の皆さんも参加しました。
　それぞれの立場で、これまでの取組
や今後の取組の方向性を語っていた
だき、これから取り組もうとする学校
の先生方にも大変参考になる内容で
した。

参加者の声

■教職員　各学校の環境活動の取組を知り、環境モデル都市
である北九州市を市民一人一人が守っていこうとする努力
の積み重ねが大切であると改めて思いました。私の学級で
もできることを話し合い、一つでも続けられることを考えて
実践していきたいと強く思いました。楽しみながら続けたこ
とが結果的に環境を守る活動になるということが、持続可
能な社会の実現のためにも必要だと思いました。

　また、九州工業大学教授 白井義人先生か
らは、「持続可能な社会をめざして～地域の
特性と私たちの役割～」という演題で講演し
ていただきました。
　なお本年度も、「環境教育情報提供コーナ
ー」を設置し、学校・園での環境教育にかか
わる取組を広く普及するために、環境局や企
業等と学校が連携して行っている取組の一端
をパネルに展示しました。
　ご来場された多くの方々は、各団体のエコ
活動の取組を熱心にご覧になっていました。

江川小学校の遊具



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ワーク・ライフ・バランス、知っていますか

幼稚園・保育所の園庭芝生化モデル事業を始めました 家庭における

インフルエンザ予防 についてのお願い

川
原 

房
榮

北
九
州
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

　

平
成
24
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
こ
れ
ま
で
本
市
教
育
委
員
会
に

賜
り
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
や
ご
協
力
に

対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、教
育
委
員
会
で
は
、平
成
21
年
11

月
に
策
定
し
た
「
北
九
州
市
子
ど
も
の
未

来
を
ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

〝
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
、
自
立
し
た
子
ど

も
を
は
ぐ
く
む
〞こ
と
を
目
標
に
、〝
教
育

日
本
一
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
〞を

基
本
方
針
と
し
、
着
実
に
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、

「
小
学
校
3
年
生
へ
の
35
人
以
下
学
級
の

拡
充
」や「
経
済
界
と
の
連
携
に
よ
る
学
校

支
援
モ
デ
ル
事
業
」、「
学
校
に
お
け
る
読

書
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
」、「
東
部
地
域

に
お
け
る
特
別
支
援
学
校
の
整
備
」
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
べ
る
教

育
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
つ
つ
、真
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で

す
。子
ど
も
の
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
充
実
し
た
も
の

と
す
る
た
め
、本
年
も
組
織
を
挙
げ
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

本
年
も
、皆
様
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、本
市
の
教
育
行
政
の
充
実
に
向
け

た
参
考
と
す
る
た
め
、先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
他

自
治
体
等
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
23
年
11
月
7
日
・
8
日
の
2
日
間
の
日

程
で
、「
東
京
都
立
中
野
特
別
支
援
学
校
」、「
葛
飾
区
立
中

央
図
書
館
」、「
武
蔵
村
山
市
立
小
中
一
貫
校
村
山
学
園
」

の
関
東
地
区
の
3
教
育
施
設
を
、吉
田
ゆ
か
り
委
員
と
シ

ャ
ル
マ
直
美
委
員
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

中
野
特
別
支
援
学
校
は
、障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対

す
る
先
進
的
な
教
育
に
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
で
す
。シ
ャ
ル
マ
委
員
は
、「
生
徒
の
雇
用
や
企
業
で
の

実
習
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行

っ
た
り
、企
業
の
方
に
就
労
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ

て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
の
お
話
は
、本
市
特
別
支
援
教

育
推
進
の
た
め
の
参
考
と
な
っ
た
。」と
の
感
想
で
し
た
。

　

ま
た
、J
R
及
び
私
鉄
の
駅
の
そ
ば
に
立
地
す
る
中
央

図
書
館
は
、
利
用
者
の
生
涯
教
育
の
充
実
の
た
め
の
、
斬

新
な
仕
組
み
が
随

所
に
見
ら
れ
る
施

設
で
し
た
。吉
田
委

員
か
ら
は
「
I
C
タ

グ
導
入
に
よ
る
自

動
貸
出
・
返
却
に

よ
り
、
業
務
の
効
率

化
と
利
便
性
が
考

慮
さ
れ
て
い
た
。低

い
書
架
で
広
々
と

し
た
館
内
は
文
化

の
香
り
に
満
ち
て

お
り
、
北
九
州
市
の
子
ど
も
た
ち
も
、
是
非
こ
の
よ
う
な

施
設
で
図
書
に
親
し
み
夢
を
広
げ
て
欲
し
い
と
感
じ

た
。」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

小
中
一
貫
校
村
山
学
園
は
、隣
接
す
る
既
存
の
小
学
校

と
中
学
校
の
校
舎
を
一
体
化
さ
せ
、平
成
22
年
に
開
校
し

た
ば
か
り
の
学
校
で
す
。本
市
で
も
現
在
、
小
中
一
貫
・

連
携
教
育
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、村

山
学
園
の
取
組
は
大
変

参
考
に
な
る
も
の
で
し

た
。

　

今
回
の
視
察
に
お
け

る
貴
重
な
体
験
や
、
得

ら
れ
た
情
報
な
ど
を
、

今
後
、
本
市
の
教
育
行

政
に
大
い
に
活
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　北九州市ワーク・ライフ・バランス推進協議会と北九州市では、
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の意義や必要性を
広く市民や企業のみなさんに理解していただくため、11月の推
進月間にキャンペーンを行いました。

　11月2日には、料理研究家コウ ケンテツさんが
「キッチンから始まる家族の絆」をテーマに、木屋瀬小
学校で特別教室を行い、6年生56人が家族みんなで
食べる家庭料理の大切さについて考えました。
　仕事中心になりがちなお父さんたちも、働き方を見
直して学校行事や子育て支援イベントなどに積極的に
参加し、仕事も生活も充実した毎日を過ごしませんか。

　跳んだりはねたり元気な子どもた
ちを育てるために、市内7箇所の幼
稚園・保育所の園庭に芝生を植える
事業をモデル的に始めました。
　園庭を覆う芝生の上を、園児たち
が元気いっぱいに走り回っています。

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
受
動
喫
煙
防
止
の
徹
底
及
び
健
康
教

育
・
喫
煙
防
止
教
育
を
よ
り
一
層
効
果
的
な
も
の
に
す
る

た
め
、
平
成
22
年
度
よ
り
学
校
（
園
）
敷
地
内
禁
煙
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
学
校（
園
）を
訪
れ
た
保
護
者
、
地

元
地
域
関
係
者
、
民
間
事
業
者

等
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　
入
学
式
、運
動
会
・
体
育
祭
、

学
習
発
表
会
、
学
校
開
放
週

間
、
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事

及
び
学
校
施
設
開
放
事
業
で

ご
来
校
い
た
だ
く
際
に
は
、
こ

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

敷
地
内
禁
煙
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　通常インフルエンザは、毎年、秋以降に流行します。
　インフルエンザは、普通の風邪と違って注意の必要な感染症です。小さ
な子どもや高齢の方、慢性疾患のある方などは、特に注意が必要です。
　日常生活でできる予防方法についてご家庭でも実行していただ
き、「かかったかな」と思ったら早めの受診をお願いいたします。

（1）栄養と休養を十分にとる。
 体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくなります。
（2）人ごみを避ける。
 病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしましょう。
（3）適度な温度、湿度を保つ。

ウイルスは低温、低湿を好み、乾燥しているとウイルスが長時間
空気中を漂ってしまいます。

（4）外出後の手洗いとうがいの励行。
 手洗いは接触による感染を、うがいはのどの乾燥を防ぎます。
 手洗いは、石鹸を使って15 秒以上かけて洗いましょう。
（5）咳エチケット（マスクの着用）の習慣化。
 咳やくしゃみのしぶきは、約 2メートル飛ぶと言われています。
 感染しないように・させないように、周囲への大切なエチケットです。

　炭鉱記録画や日記など約700点が世界記憶遺産に登
録された山本作兵衛氏の作品4点を、常設展「木屋瀬炭
鉱」のコーナーに展示しています。
　山本作兵衛氏は、幼い頃から筑豊の炭鉱を渡り歩き、
60代半ばから自らの経験や伝聞を基に記録画を描き始
めました。絵に解説文を組み合わせるという独特の手法
は、採炭の傍らつけていた日記により生まれたそうです。
　当館が保管している作品は、全て地域の方から寄贈されたものです。今回の世界記
憶遺産の登録を受け、常設展に追加展示という形で作品の公開を行っています。作兵
衛氏がよく描いたとされる炭鉱内の絵や遠賀川を描いたものがあります。
　山本作兵衛氏に関連した書籍も数点ございますので、ぜひご来館ください。
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「世界記憶遺産 山本作兵衛 炭鉱記録画」のご案内
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 みちの郷土史料館 常設展

開館時間　9：00～17：30（入館は17：00まで）　休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）・年末年始
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説明を受ける両委員

視察を行う吉田委員（右）とシャルマ委員
（葛飾区立中央図書館）

4北九州市教育委員会総務部企画課

未来をひらく
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